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チ ヨット*ひ とこと

自
然
と
の
か
か
わ
り
を
考
え
る
こ
と
か
ら

草 原の国モ ンゴルでは、遊牧民た ちは、水のあるところ(河)

か ら遠 い ところに住 む といい ます。河の近 くに住む ことで 、水

の貴重 さやあ りがた さを忘れて しまうと、水 を無駄 に使い 、水

を汚 して しまうか らとい う理由だそ うです。我 々の生活の 中で

欠けているのは、 こうい う自然へ のあ りがたい とい う気持 ちに

ほかな らない と思い ます。

私は北 海道に来て3年 目にな ります。横浜 に実家があ ります

が 、全 国47都 道府 県 を旅 し、やは り住むのは 自然の多い北海道

と決め ま した。北海道 を旅行 して楽 しんでい ま したが、ふ とこ

の素晴 ら しさはいつ まで もあ るのだろ うか と思い、 自然 につ いて少 しつつ考 える よう

にな りま した。私は 自然の専門家ではあ りませ んが、"普 通"の 人が"普 通"に 自然

を理 解 し、 日常 生活の中 に自然 を取 り込んでい けるようなガ イ ド役 に、この協会 がな

れば と思 い、少 しで もそのお手伝い を したい と考 えてい る ところです。

しか し、正 直な ところ 自然保護活動への参加 は勇気のい るこ とだ と思 います 。特 に

私 よ り若 い世 代の人であれば、何ひ とつ不 自由の ない今の生活の 中で 、自然保護 は重

要 だけれ ど面倒 くさい と考 えるのが実態です。 自然 との出会 いを レジャーです ます こ

とがで きるな ら、それ にこ した ことは ない と思 ってい る人 は多 いはずです。 しか し、

そ こか ら一歩前 に進 むその勇気 を持 つため にフ ィー ル ドで 出合 った自然 にまず 「あ り

が とう」 と言 うことです。そ して 自然 とのかか わ り方が どうであ るか を多方面 か ら考

える ことだ と思い ます。 自分 とのかかわ り、地域の人 々 とのかか わ り、旅行者 とのか

かわ り、行政 とのかかわ り、そ して何 よ り大切 なのが、そ こに住 む動植物 な ど自然 そ

の もの同士 のかかわ り方 を理解す ることだと思い ます。

楽 しいだけの遊びか ら、 これだけの ことに 目を向けてい くこ とは大変です 。当事者

だけではで きない ことの ほうが多いで しょう。そん な時 にや は り力 になるのが 、詳 し

い本や、 ガイ ドとなる人 々の存在です。その人の レベ ルにあ わせ て、知 りたいニーズ

に応えていけ る、優 しくて、頼 りになる人がいか に多 くい るかが最大の ポ イ

ン トになる ことで しょう。

今 、理事 の仕事 について一番感 じることは、理事の人 をは じめ協会 に携 わる多 くの

人が、何 よ りも自然 を愛 してい るとい うことです。そ して知識が豊富で 、 とて も楽 し

い ことです。興 味はあ った ものの なか なか踏み込め なか った ところに、勇気 を もって
一歩踏み込んだ ことは 、自分 にとって は大 きなプラスになってい ます 。 自然 とい う大

きな仕組 み を少 しずつ理解 して、 さらに自分で歩いてみ る、そ んな くり返 しを今始 め

てい ます。

み なさん も身近な人 に一声かけて 、この素晴 ら しい北海道の 自然 を見つ め直 し、そ

れ を守る この協 会の運動 に参加 して もらい ま しょう。そ して このNGO活 動 に、よ り

多 くの声 を生か してい くこ とによって、「み んなでつ くる活動」 とな る よ うに私 も努

力 したい と思 ってい ます。 これか らもよろ しくお願い します,、

《かげの声 ・最年少の理事 さん、期待 してます よ》(理 事 ・札幌市在 住)

若 参

井 い

さ

と

し聡
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イ ン タ ビ ュ ・一

大 石 武 一 さんに聞 く
略歴:1909年 仙台生まれ、1948年 国立仙台病院内科医

長から衆議院議員に当選、1971年7月 から72年

7月 まで環境庁長官

《先生 は、実質初代の環境庁長 官で したが、

長官 に就任 するにあた り、 どのよ うな抱 負 を

お もちで したか》

■私 は、政治の 目的は 「人の生 命を守 る」 こ

とで あ り、それは と りもなお さず ヒューマニ

ズムの実現 だ と思 っている。 どの役所 も、最

初 はそ う考 えているのだが、いつか 自分達の

利益 や縄張 りの こと しか考え られな くなる。

私が大 臣をやめた後 も、環境 庁の職員だ けは

ヒューマニズム を堅持 していけ るよう、 自然

の保護 について、な にか具体的 な基本姿勢 を

示 したい と考えていた。

《先生が取 り組 ん だ問題の中 か ら、思い出 に

残 るもの を、い くつ かお話 して ください》

■ ひ とつは、水 俣病患 者の救済 に取 り組 んだ

ことだね。患者 は、 自分 に何の責任 もないの

に重 い病気 にかか って しまい、気の毒で な ら

なか った。私 は、「疑 わ しきは救 済す る」 と

い う考 えで多 くの人 を公害病 に認定 し、で き

るだけ救済 しよう とした。

もうひとつが 、尾瀬 の道路 問題 だ。尾 瀬の

山小屋の平野長靖君が 、観光道路 が作 られ、

ひどい こ とにな りそ うなので、工事 をス トッ

プ して くれ といって きた。わた しは視 察 し、

「この道路 は、必ず 止める」 と約 束 した。 し

か し、こ まった ことに、道路 は群馬県が作 り、

建設省が補助 している もので、環境 庁 には止

める権 限は何 もなか った。

《一度決 まった道路計画 を変更す るの は大変

だ ったで しょうね》

■私は、閣議で道路反対 を訴 えたが 、かな り

反撃 された。 しか し、世論が私 を後押 しして

くれた。そ こで私 は、群馬 、新潟 、福 島三 県

の知事 を環境庁に

招いて直接話 し合

うことにした。3

時間ほど激論 した

が、最 後は、三知事 とも私の主張 を認めて く

れた。

《環境 庁の職 員の反応 はどうで したか》

■当時の環境 庁は501人 の小 さな役所 だっ た

が、み んな一緒 になって頑張ろ うとい う責任

感 に燃 えていた。尾瀬の道路は 、厚生省 国立

公園部が認めた もので、何 とか止め させ れな

い ものか と考 えてい たので、み んな、私 の考

えに賛成 して くれ た。

《先生 は、長官退任後 も、自然保 護の ために

全国 を駆 け回 ってお られますが、自然保護の

道 を選 んだきっかけを教 えて くだ さい》

■子 どもの頃か ら草花や昆虫が好 きだった。

高校生 になるまで 、毎年 、姉の嫁 ぎ先 である

秋 田に遊 びにいった。秋 田の仁 別に営林署 が

あ り、大 きな秋 田杉 の丸太が積 まれているの

を見 て、 とて も悲 しかった。強烈 な印象だ。

この ように昔 か ら動植物 を愛す る心 があった

ので、 ヒューマニズムに 目覚めたのだ と思 う。

《最後 に、当協会 への メッセー ジをお願い し

ます》

■真 面 目な団体だ。大雪山の 自然 を守 るため

に裁判の支援 まで してい るが 、なか なかで き

ることでは ない。そ う思 ったので 、今 回、裁

判で証言 しよう と思 ってや って きた。今後 も

ヒューマニ ズムを持 ち続 けて くだ さい。

《ナキウサギ裁判 で来札 の機会 にお話 を伺 い

ま した。ありが とうございま した。インタビュ

アーは編集委 員の畠山武道 で した。》
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新 春 座 談 会

■ 北 海 道 の 自然 を語 る

《北海道の自然との出合い》

畠山 本日は、北海道および'li協会でご活躍され

ている皆 さんにお集まりいただき、北海道の自然

について自由にお話 しいただきたいと思います。

まず、北海道の自然との出会い、そ して今の北海

道の状態について、どのようにお考えですか?

八木 私は昭和19年 にも北海道に来ましたが、そ

の後22～23年 昭和新山の調査をしました。戦時中

は軍の情報管理が厳 しく火山活動は極秘事項で し

た。 その後、根室の車石の調査 に来 ましたが、

荒漠たる海岸線を汽車で走 り、沿岸の林が風で横

に這うようなところやヴ1二原が本州の白然 と大きく

違い、大変印象的でした。しかし、今、根室に行っ

てみると、立派な道ができて、根室から先を歩い

てまわった頃と比べると、全 く変わってしまいま

したね。

鮫島 私は昭和9年 北海道に来ました。 番 最初

にびっくりしたのが、円由公園で梅 と桜が ・緒に

咲いていることで したね。小学校の旅行で2年 生

は汽車で野幌駅 まで行き、そこから原始林まで歩

きました。そこに林業試験場があって、その中に

材幹(木 の標本)が あ り、それがふたかかえもあ

るもので驚きました。森は トドマッをLと した針

葉樹林で、その奥深さ、というより怖いという印

象を受けました。昭和20年 には援農で大麻のあた

りの農家に手伝いにいっていました。このあた り

は ミズバショウの群落やカッラ、シナ、ヤチダモ、

トドマツなどの針広混交林でしたが今は宅地になっ

ています。豊平川では川の優 しさ、楽 しさ、そ し

八木健三 さん 鮫島惇一郎 さん

(元 会 長)(ノ 己苗Uコ重rミ⊥乏)

て怖 さを体で学 びま したが今 は 三面張 りに近い姿

になって しまい ましたね。私は都会は怪物 だと思っ

ています 。

俵 私は昭和31年 に北海道 に来 ました。それ ま

で は土 高地に国 蹉公 園の レンジャー と して3年 問

いま したが、5月 に転勤 で北海道 に勤務 とな りま

した。夜行列 躯で きて、大沼公 園のあた りを通っ

た ときに、 ミズバシ ョウが咲 いていて大変驚 きま

した。また、定 山渓あた りでシラカバの木が 普通

にあるのをみ て、 さらに驚 きま したね。 東京の常

識だ と、「ミズバ シ ョウは尾瀬」「シ ラカバは軽 井

沢」 ですか ら。それか らは、毎 日支笏湖近辺のih

登 りが仕 事です か ら、いい時代で したね。当時は

バスが多 く、登山 も縦走が楽で した。マ イカーの

時代になる と、人が広域で動 くようにな り、ごみ

や汚れ、高山植 物の盗掘 な どを防 ぐのが難か しく

な りま した。夏に レンジャーの仕事:で大'11山で 登

山講習会をや りま して、その時に鮫島先生 に溝師

をお願い しま したが 、それが鮫島先生 との 出会い

で したね。

鮫 島r1然 に親 しむ登山講習会で したか ね。昭和

30年 代です。

佐 藤ill{和42年 に北 大に来 ま した。3年 生の時 に

IBP(国 際 生物 事業計画)の 調査 を大雪 山でや

りま した。その頃鮫島先生 とお会 い しましたが、

ち ょうど70年 代 に環境問題の盛 ヒが りがあ りま し

た。 とにか く大'「汕 に魅せ られて しまいましたが、

今で は白雲の キャ ンプ場が拡が って しまった り、

盗掘の跡が 著 しか った り、森林 限界付 近 まで木を

切った りとい う状況 です ね。 これは リゾー ト法の

ころか らで しょう。

俵 浩三会長 佐藤 謙副会長 ＼
く
ノ
ェ
」

長会副道武山畠
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俵 リゾー ト法は昭和62年 です。

佐藤 やはりそれ以降のこの10年 くらいですね、

急速にひどくなったのは。林道 も延び、伐採 も進

みました。林業の衰退とレジャーのための開発が

重なっています。

《人びとの自然に対する意識は変わったか》

畠山 原因として、自然に対する行政や人々の意

識が外国に比べ低いなど、いろいろ考えられます

が、その点はいかがですか。

八木 日本人全体に自然環境を守るという意識が

低いです。これが行政の中の経済最優先の考えに

つながっているようです。アメリカを訪れたとき、

国立公園の中で押 し花を作ろうとしたら、案内し

てくれた大学生が 「国立公園の中で草花をとって

はいけません」 といわれ、一般の人にもそういう

意識が浸透 しているなと感じました。

鮫島 自然に対する仁義がなっていません。自然

があって我々が生かされているという意識がない

ですね。現代の日本人は、自然は共通のものでは

なく、我が物にしなくてはならないという考え方

ですよ。

俵 便利な面のプラスは認めるべきです。ただ

し、全部が便利になる必要はないですね。また、

開発についても、一部を開発 し、大部分を残すと

いう機能が働かなかったことが問題だと思います。

また、リゾー ト法と国鉄の民営化、ローカル線の

廃止が同時期でしたが、これが大きな誤 りだった

と思います。ローカル線を廃止することなく、そ

の沿線 を開発するという選択 もあったはずです。

八木 スウェーデンでは 「自然の権利」というこ

とが認められていて、だれでも自然の恵みを少 し

だけとってよいのですが、日本でそういうことを

認めると、根こそぎ持っていって しまうようなこ、

とになるで しょうね。

鮫島 アメリカで見たことですが、ブル ドーザー

の作業員が、道路の予定地以外には決 してブルを

乗 り入れないんですね。草1本 花1本 を愛すると

いう気持ちがあ りますね。これは短時間でできる

ことではなく習慣ですよ。

佐藤 ハマボウフウがな くなってきていますが、

持続的利用とはうらはらですね。また、日本では

商業主義に左右 され、ゴルフや釣 りのブームが自

然破壊につながっていると思います。

福地 アウ トドアブームで人が行かないところに

RV車 などでどんどん入ってい くことが、ひとつ

のいい例ですよね。

《協会は何をするか》

畠山 行政、企業、一般の人々の意識や行動の面

にいろいろな問題があるようですね。そんな中で、

協会 として特色ある行動 して、どんなことが考え

られるのでしょうか。

八木 会員数のことですが、北海道の人口と同 じ

くらいのスウェーデンでは、自然保護団体の会員

が20万 人いるといいます。当協会ではこの環境問

題の高まりの中にあって、会員数が減少 している

ことについてしっか りと考えなお してほ しいです

ね。

俵 北海道自然保護協会というと、行政に対 し

て色々と意見を述べるという立場にあ り、そうい

う部分で抵抗を感じる市民は確かに多いです。ナ

キウサギファンクラブや野鳥の会のように、楽 し

みが主の場合には会員も増加 しているようです。

鮫島 精神訓話は結構だ、ということです。楽 し

いことをやる協会に してほ しい、という要望は強

いですね。

福地 やはり2本 立てですね。楽 しいことと、調

査、情報収集とその蓄積などですね。

鮫島 人を集めるために、なりふ りかまわず、と

いうことは必要ですよ。「突1哨山を買いましょう」

なんていうのはどうですか。カタクリの群生地で

す。そのためにみんなで2億 円集めましょうなん

て、夢がある じゃないですか。 しかし、日本の自

然をだめにしているのは民有地よりも国有地、国

有林が多 く、そこに住民の声が とどかないことに

原因があ りますね。

一5一



《博物学の復活が必要》

佐藤 私は日本の自然教育 というものに問題があ

ると思っています。北欧にいくと、どんな小さな

町にも自然史博物館があり、子供の頃からそうい

うものに触れています。今の日本の学生には危機

感 というものがありませんから、そういうことを

教えていくことが必要です。

鮫島 私が中学に入ったときには、博物学 という

のがありましたが、す ぐに生物、地学、化学など

に分かれました。自然現象全体をひとつとしてと

らえる博物学 というのが必要ですね。

俵 博物学の復権ですね。

佐藤 私も小中高と植物のことを強烈に教えてく

れた先生がいまして、それが自分の大学の進路の

選択に大 きく影響 しました。

俵 明治時代の理科教育には、「教科書は学校

のまわりの自然である」 として、教科書を使わせ

ない時代があったようです。社会教育の面で、今

後、地域の博物館などがどんどん発展することは

明るい展望です。

八木 長野県では自然環境が違 うからということ

で、小学校の先生が国定教科書は使わず自分達で

理科の教科書を作った りしましたね。

《自然への思い、 メッセー ジ》

畠山 我々自身が総合的なものの見方で、そして

本州とは違う北海道の自然のサイクルを教えてい

くことが大切ですね。最後に北海道の素晴らしさ、

思い、または自然保護i活動で悔 しかったことなど

も含めて、読者へのメッセージをお願い します。

鮫島 うれ しかったことは大雪縦貫道路を阻止で

きたこと、悔 しかったことは日高横断道路が着工

されたこと。…番恐ろ しかったことは知床で熊に

ほえられたことですね。北海道の素晴らしいこと

は、海抜Omが 本州の海抜1000mの 大地に当るこ

とです。

佐藤 私の…番好きなのは人の全然入っていない

原始の姿です。この、人の入らない原始の姿を知

らないと、自然は、常に人手の加わった人工的な

ものに変わってしまうで しょう。

八木 毎年ワンダーフォーゲル部の学生 とニセコ

に登ったことは楽 しかったです。悔 しかったこと

は知床が伐採 されたことです。これで相当の挫折

感を味わいましたが、そのあと、森林生態系保護i

地域に指定された時には、いままでの運動が無駄

ではなかったと確信 しました。

俵 悔 しかったことは、士幌高原道路問題で林

談話の存在を逆手にとられて進行させ られたこと

です。この問題は今からでも何とか したいと思っ

ています。

ここに昭和20年 にできた 「千島列島植物図鑑」

という本があります。植物を食べるために必要だっ

たのだと思います。「万物戦力化」 という時代で

す。今のように植物を観察 して楽 しむという時代

ではなかったんですね。戦後50年 がたち、「万物

金銭化」になって しまいました。これからは 「万

物環境化」「万物共生化」となって欲しいものです。

鮫島 会員数を増やすためにはやっぱり楽 しませ

ることが第一でして、そのあと徐々に自然保護に

ついて啓蒙してい くことで しょう。

福地 やる側の人がまず楽 しむことが先決ですね。

鮫島 ボランティアをた くさん確保で きるように

したいです。

八木 しか し、自然環境を守ることが人類最大の

課題ですから、単に楽 しむだけでなく、やはり使

命感を持たなければなりません。ただ、入 り口と

して、楽 しむことをステ ップとして始めることは

賛成です。

畠山 今度の夏でNC(本 会報)も100号 にな り

ます。ぜひ記念号として企画 したいと思っていま

す。会員の声をできるだけ多 く載せるようにして

参加型の協会をめざしたいですね。皆 さん本 日は

あ りがとうございました。

※写真 ・江部靖雄、記録 ・若井聡の各編集委員と

鈴木光会員の協力で行いました。
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シ リー・ズ ・気になる木の話

r我 が 町 小 樽 の 森 と 秋 」

相川 謙二郎

この港町に十勝から移 り住んで半世紀近い時の

流れの中、町の様子も我が家を含め周囲の人々も

大 きな変化をみせてきた。しか し四季の くり返し

は同じテンポ。10月 の始め、町の背後に大きく姿

をみせる天狗山の木々の葉が色づき林の中が明る

く活気づ くと秋もピークを迎える。我が家から眺

める北東の斜面は殆んどが広葉樹林、特にイタヤ

カエデ類、ヌルデ、ヤマザクラ、カンパ類が紅 ・

黄 ・榿色に山頂を色 どり始め一急速に中腹へ一山

麓へ と移行 していく。やがて木々の葉が風に舞い、

幾千幾万の枯葉が風に飛び散 り、木枯らしが吹き

荒れ、急がしく移動する暗雲の切れ間から洩れ出

た陽光が暗たんとした山肌を照 らす。晩秋の山は

寂 しい葉が落ちた樹幹の林を残すのみ。まもなく

この町に冬の灯がともされる。

この四季のくり返 しの中、一年のけじめをつけ

る秋を迎えるたびに思 うのは、自然界のうつろい

が人生の有限性や人間の文化 ・社会の束縛性を脱

1996年10月

4日

7日

11日

12日

21日

26日

31日

活 動 日 誌

NC編 集会議

会誌、編集会議

NC編 集会議

自然観察会(森 林総合研究所)参 加者30名

拡大常務理事会
NC会 報発行

三者協議会(十 幌高原道路計画問題)

1996{1三11月

12日

18日

22口

27日

28日

NC「 座談会」

拡大常務理事会

法而⊥事に関して道庁へ抗議

(L幌 高原道路計画関連)

「大雪山の自然 とナキウサギを守るつどい」

(札幌 市教育文化会館)参 加者125名

「ナキウサギ裁判」第1回 公判

(札幌地方裁判所)傍 聴者130名

却 した、時空超越の自然界のリズムを奏でる調べ

として受けとめられることである。

この豊かに町を包容する森林を代表する樹種に

亜寒帯落葉広葉樹のダケカンバがある。春の芽吹

き、秋の黄葉は捨て難い風情。札幌円山のミズナ

ラやカツラの古木、北大のニレの大木が明治開拓

期の石狩原生林の面影を宿すように、天狗山にみ

るダケカンバの純林は、小樽沿岸 風土のきびしく

冷たい北の潮風にじっと耐え抜いてきた不屈の意

欲を思わせる。その枝は八方に広が り、高 くのび

て大きな樹冠 を形成する。その成長過程は個性的

で不整然ながら雄々しく、ダイナ ミックに自己を

表現していく。

(小樽市在住)

※この回を含め6回 シ

リーズで森や木の話を

いたします。森林伐採、

紙の消費など……どう

ぞ 「気にして」お読み

下さい。

要 盟 欝 ∫÷憲:見霧 。陳 精書

■1996年8月5日 環境 庁長官宛

環境影響評価法案 の起草 にあた り要望

■1996年10月1日 北海道知事 ・環境庁長官宛

大雪 山国 立公園内士 幌高原道路に関する 「法面補修工事」

に対す る抗議書 な らびに同工事を中止する ことの要望書

■1996年10月9日 環境 影響 評価制度検討会宛

環境影響条例 の見直 しにあた り要望

■1996年10月31日 北 海道知:事宛

協 会 ・十勝 自然 保護協会 ・北海道自然保護連合 「道政民間

フ ォーラム」 の提 言 を受けて 「士幌高原道路計画」 を抜本

的に見直す ことの要望書

■1996年ll月1日 内閣総理大臣 ・林政審議会会長宛

「国 有林野業の抜 本的 見直 し」 に伴 い自然 保護 地域 に所 在

する国有林 の経 営を一般会計で負担すべ きこと等の要望書

※内容:をくわ しく知 りたい 方は、協会 まで ご連絡 くだ さい,、

掲 示 ゴ.板 ◆…

新会 員紹介96.9.29-96.12.21現 在

【A会 員】小池道雄 田所洋一 占岡俊彦 高須 重家

倉賀野範子 菅原勝伴 高橋美智 子 渡部 毅

【B会 員1小 池のぞみ

寄付金

今村 ミチ200,000円/北 海道:花の名店会50,000円

匿名2,000円 ☆あ りが とうござい ます(敬 称略)
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自然を守ることは人間の命を守ること 湯浅 みや
(真駒内川周辺の森と水を語る会)

札幌市南区に連なる桜山 ・真駒内保健休養林から、石山、芸術の森へと美 しい森が十数キロと続 く緑

の回廊があ ります。1996年 の8月 にその森を分断するようにゴルフ練習場開発計画(市 街化調整区域)

が隣接する真駒内南町7丁 目の住民の私達に対 し開発業者から告知があ りました。町内会住民 は115人

全員が開発計画反対を表明 し、町内会総会において反対決議がだされました。この森を愛する気持ちだ

けで何がで きるのか、手探 りの状態で森の保全運動が町内会住民によって始まりました。開発計画予定

地、その周辺の植生調査、46種 の野鳥の確認と一歩の活動から始まり、裁判所判例、森林総合研究所、

営林署、大学研究機関、北海道庁、札幌市役所各課に通い、法律や行政の仕組みから自然の知識まで調

べました。真駒内南町7丁 目町内会から市長への要望書、議会陳情と活動を進める中で、真駒内連合町

内会、南区の緑を守る会の議会陳情へと緑保全の波紋は広が り、今は南区全体へ と広がろうとしていま

す。札幌市行政 も11月8日 、議会環境消防委員会において 「この森林は最高のAラ ンクに属する森で、

緑地として保全 したい」と公言 しました。現在、緑地債制度で森を買い上げる方向で業者 と話 し合いが

進められてお りますが、まだ道程は長 くこれからが正念場となります。

この森には、薮あり、草原あ り、真駒内川の水辺あ りと多様な自然があります。先 日も森にそってハ

クチ ョウの渡 り、50羽のキレンジャクの飛来も観察されました。

森か ら1キ ロほど離れたところに駒岡清掃工場があ り、森の持つ大 きな効用である大気浄化に私たち

は多 く期待 してお ります。森は、私たちの住宅と清掃工場 との大事 な緩衝地帯 となっている

のです。

自然を守ることが人の命を守ることに深 くつながっているのです。(札 幌市在住)

函館山のオオバナノエンレイソウはどうなる 宗像 和彦
(理 事)

函館八幡宮の裏地(函 館山南東部)に オオバナノエ ンレイソウ生育地がある。

かっては(昭 和30年 代)他 の地にもその生育をみたが、車道敷設による生育地消

失や森林地環境の悪化により消滅 し、現在の函館山ではここが唯一の生育地となっ

た。

この地域は、急傾斜地であり、また神社の背地 ということで、山の自然を大 きく荒廃 させた1960年 代

の周遊車道計画域から外れたことなどもあって、要塞時代からの高齢大木のスギ林、それを囲んでやは

り齢を重ねたイタヤカエデ、ミズナラの広葉樹林が発達 していて、函館山のなかでも特に林地の植物相

が豊かである。
ひださわ

昨年夏の大雨でこの斜而地にある漿沢(平 常は流水なし)が 大量の水 と土砂の流路となり、それが山

麓住居地まで及んだことから、函館市は、今年に入って来年度、道予算による治山工事を計画、10月 末

に市は、この計画について地域 自然保護団体の意向を打診 した。

南北海道自然保護 協会では、工事対象地がこのオオバナノエンレイソウの集団地と近接するため、通

常の治山工事では生育地が施業域や作業域 として壊滅 したり、もしくは隣接 して生育環境の極度な悪化

をまね く可能性が大きいことから、11月初に施業計画者である函館市 と道(渡 島支庁)に 対 し、治山.】二

事計画立案にあたって 「この地の植生上の貴重 さとオオバナノエンレイソウの生育地の保存を図る施策」

を基本にお くこと、事前の自然環境診断の実施、また斜而上部の道路からの流下水(土 砂水の起因の可

能性がある)に ついての調査を強 く要請した。今後の市と道の姿勢を見守 りたいが、その推移如何では

生育地保護をめ ぐって大:きな問題 とな りそうである。(函館市在住)

窓◎◆
β
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「舶 然工渕 … 愈:ii:1噸甲蘇

「近 自然工法」 と称する工事が流行っている。でも見方を変えれば、それ らを代表する土

木現業所や開発局などの役所が、今まで森や川をひっくり返 し、懸命にや ってきた地域の基

盤整備がほぼ一段落 したので、また新たな予算獲得の 「事業づ くり」で も考えたのであろう。

彼 らのやる工事 は見ていると贅沢なや り方である。例えば、堰堤にサケの魚道を作 って く

れるのはいいが、別に頼み もしないのにわざわざ水際まで車が入って見物で きるように川岸

にきれいな駐車場 を造成 した りしている。これも 「親水」の精神なんだろうか。

ここ最近、我が町や近隣の町村が予定 している山や河川などの大型公共工事 をやる時、委

託 された 「○○ コンサルタン ト」などの設計会社が、私の所に地元の生物情報 を仕入れるた

め尋ねて くるようになった。

今年だけでも3件 程の会社が来た。私 もそれなりに情報を提供 し工事方法に配慮 してほ し

いことを言ってきた。事前に相談を受けるようなことは今まで無かった事である。少 しで も

生き物達に配慮 した工事をやってくれるのだからと自分に納得させてるが 思いは複雑である。

だから、時々注意 して見なくてはならない、彼 らの行 う「近自然工法」がどんなものかを …

(羽幌町在住)

屡道
ニユース 森と川を通して身近な自然を考える 池田 啓介

(理 事)

帯広市民 か ら十勝川 の河川敷 にパ ークゴル フ場 を作 って ほ しい とい う要望 が だ

され、市が計画づ く りをは じめた。 しか し、野鳥愛好者 グループや 自然保護 団体 か ら、周 囲

の河畔林 には、 ノゴマ、 ヒバ リ、アオ シギな どの野鳥が多 く生息 し、希少種で もある渡 り鳥 ・

オオジシギの繁殖 地で もある ことか ら、 もっ と森 と川 について、知 る必要 が あ る とい う声 が

あが った。

そこで 、①私達 の身近な森 と川は、い ま、 どうなっているか、②森 と川 は豊か さを増 して

い るか、③森 は(河 畔林 を含 め)な くな りつつあるか、な どの問題 を市 民 の立場 か ら考 えて

み たい とい うことで、「森 と川実行委員会」が生 まれ 、講演 会 を通 して身近 な 自然 を考 え る

こ とに した。第1回 目の講演会は、北大の小野有五氏 「北海 道の森 と川」、 帯広 畜 産大 の藤

巻裕 蔵氏 「草 原の鳥 と河川敷 き」 とい う内容 で、1995年10月 に行われた。そ の後 、年3・4

回のペースで実 施 してい る。

森 と川 に係わる環境問題 を、市民サ イ ドか ら検 討 し、今起 こってい る問題 、 これ か ら起 こ

り得 る問題 に 目を向け、住み よい 自然環境 を後世 に受け継いでいか なけれ ばと思 う。

水 は私たちの住む大地 を潤 し、人が生 きるため に必要 な役割 を もって いる。 山か ら海へ 、

森 か ら川へ 、そ して海へ と、川 は多様 なはたら きを して いる。講演会 を通 して、森 ・小動物 ・

魚 ・海な どそれぞれのかか わ りにつ いて、専 門家の人や市民運動 にか かわった 人た ち、 行政

側 の人た ちの話 を聞 く講演会 シ リーズを、これか らも続 けてい きたい。(帯 広市在住 〉
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記 ・:事

夕張岳 ・国の天然 記念物指 定報告全 道集会
ユウパ リコザクラの会事務局長 水尾 君尾

夕張岳(1667.8m)の 植物群落と蛇紋岩 メ

ランジュ帯(142.54ha)が1996年6月19日 国

の天然記念物に指定されました。文化財保護i

審議会の 「指定答申」から7ケ 月後です。 し

かも、高山植物群落 と蛇紋岩メランジュ帯が
一緒 に天然記念物の指定を受けるのは全国で

も夕張岳が初めてだそうです。

ユウパリコザクラが大正4年 に学会で発表

されて以来、昭和23年 に天然記念物の候補に

上が り、同37年 には南富良野町が単独で調査

を実施。 しか し、早 くから学術的に貴重と注

目されながら保護の面では道立自然公園のま

まで した。このような50年の経過を振 り返っ

てみると 「要望書」を提出しているだけでは、

自治体の夕張市 と南富良野町、営林署、道教

育委員会と道営林局 ・文化庁 と林野庁などの

各関係機関の縦横の内部協議が進捗せず、こ

れはもう市民運動で国を動かす しかないとい

う危機感があ りました。

東山麓の南富良野町で も 「夕張岳 と自然を

考えるネットワークの集い」を開催 し、 トナ

シベツの自然にふれ合い、相互の熱意が一体

化になるよう努めました。 とにか く頻繁に関

係機関へ通い、地元の熱意を届けるパイプ役

になることで した。そうしなが ら自然保護基

金を受ける活動 も続け、昨年は日野自動車グ

リーンファンド助成で、まちづ くりセミナー

やパ ンフの作成などに取 り組みました。今年

は北海道新聞野生生物基金からの助成で、夕

張岳の絵葉書を発行 しました。市民の、行政

の視線で、そして常に関係機関を巻 き込み、

人 とのつなが りを大切に思いなが ら活動 して

きた7年 間です。

9月 に市主催で、念願の天然記念物指定記

念事業が実施されました。アポイ岳 と夕張岳

の交流元年にもなり記念登山会が行われまし

た。市教委は、夕張岳 とよく似たカンラン岩

形成のアポイ岳の保護を学び合 うため、様似

町 と夕張市が姉妹交流の契 りを交わす働 きか

けをしてくれました。

文化財になった夕張岳が未来の子供達へ引

き継がれて行 くよう願 うこの思いは、各地域

のかけがえのない自然 も、同様に守 られなけ

ればならないという思いで一杯で した。私達

は、こうした視点で、交流を深めてきた団体

と、指定報告全道集会を11月10日 に開きまし

た。この集会は、バラサ ンの会、どんころ野

外学校など道内の18団体 と、福島町、穂別町、

様似町、夕張市の4市 町教育委員会がそれぞ

れ各地の実践報告 と展望を語 り、交流する新

しい試みなのです。前 日の交流会には64名 、

集会には140名 の参加があ り、両 日共 、一人
一人から熱心な心を込めた貴重な発言があ り

ました。特に24人 の方の報告は大変意義深い

もので した。梅沢俊 さんの講演 「夕張岳のこ

れまで とこれから」は、地元の意識 を高める

夕張岳のPRビ デオ等の作成の必要性 と、核

になるビジターセンター、居心地のよい山小

屋のあり方等を話 され、これからの取 り組み

について、とても参考にな りました。

(夕張市在住)
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記il 事

ナキウサギ裁判第1回 公判開かれ る

傍聴席は満員

本格的な自然保護i裁判として全国的に注目され

ている 「大雪山ナキウサギ裁判」の第1回 公判が、

11月28日 、札幌地裁で開かれました。

元環境庁長官 ・大石武一氏が補佐人として意見

陳述するということもあり、多数の傍聴人がつめ

かけました。傍聴席の定員は96名 ですが、とうて

い足 りず、裁判所職員が、開廷直前まで椅子を運

び入れました。しかし、開廷後も傍聴者がつめか

けたために、弁護団から裁判長に要請があ り、椅

子を運び入れるために休廷 して、 ようや く130名

全員が座れるという騒 ぎでした。

訴状の朗読

まず、原告代理人の相原わかば弁護士より、訴

状の全文が朗読されました。訴状は、原告が求め

る請求の内容 と、これから主張立証する事項を書

いたものです。普通は、裁判長に提出 して終わる

のですが、今回は訴状の全文が朗読されました。

これは、この種の裁判としては、異例のことです。

そこでは、士幌高原道路が、ナキウサギを含む

東ヌプカウシ山周辺の生態系を破壊 し、生物多様

性条約、環境基本法、自然公園法、文化財保護i法

などに違反する事業であることが、力強 く述べら

れました。

原告側の意見陳述

ついで、八木健三原告団長が立ち、横路前知事

の自然に対する意識のなさと公約違反が今日の混

乱を招いた原因であ り、道政改革フォーラム報告

書にあるとお り、士幌高原道路を無駄な公共事業

として真っ先に見直 しの対象とすべ きことが述べ

られました。

次に大石武…補佐人が、人問の命を大切にする

ヒューマニズムの思想が政治 と行政の基本的理念

であ り、ri然 を守ることが人間の命を守ることで

あること、わずか10分 ・20分の短縮のための80憶

記録 江部 靖雄(理 事)

円以上の出費は道民を愚弄するものであることな

どを述べました。

野呂汎弁護士(名 古屋)は 、これまで数々の困

難な公害訴訟を乗 り切ってきた経験をふ まえ、自

然保護訴訟にも新 しい考えを導入することの必要

性を訴えました。中島嘉尚弁護士(長 野)は 、長

野県においても、凍結されていた美 ケ原ビーナス

ライン再開の動きがあること、また、アメリカ合

衆国の自然保護裁判のように、住民に裁判の門戸

を開き、住民の期待に応えることが裁判所の歴史

的使命であることを訴えました。

最後に、市川守弘弁護士が、生物多様性を守る

ことは人問を守ることであること、世界中が生物

多様性保護に努力 している中で、日本にも真摯な

努力が求められてお り、そのために開発優位の環

境行政をただす歴史的判決が期待されていること

が述べられました。

すべての陳述が終わったときに、熱気に包 まれ

ていた傍聴席から、期せず して拍手がおこったの

も、普通の裁判には見られないことで した。

報告集会

その後、会場を移 して報告集会が開催 されまし

たが、そこでも、大石武一氏や弁護士の皆 さんか

ら、力強い励ましや裁判にかける意気込みが述べ

られました。

次回の公判は、2月20日(木)、13時10分 から

です。今回に引続き多 くの皆さんの傍聴 を期待 し

ておψ

八木健三 ・画
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*お 知 らせ コーナ ー*

曹 …:………1辮1…………簾 嚢…薄∴謬 …:演……1会聾

「日 本 の 森 と ク マ は 今 」

日 時1997年1月9日(木)18:30～20:30

場 所 かでる2・76F女 性プラザ学習室

(札幌市中央区北2条 西7丁 目)

講 師 青井 俊樹

(北海道大学苫小牧演習林林長)

参加費 無料

「自 然 ・環 境110番 」 の ご 案 内

初めての試みとして、1日 、皆さんからの質問 ・

相談を集中 して受け付けます。自然や環境に関す

る日頃の疑問、行政に対する疑問、自分で何かで

きないかなど、自然 ・環境全般の問題に、自然科

学の専門家、法律専門家がで きるかぎり、お答え

します。

日 時1997年1月18日(土)10:00～15:00

受付電話番号(011)251-5465

(当 日は回線を1本 増やし、2本 になります。)

勉 強 会 「野 草 観 察 」 の お 知 ら せ

小樽地区で次のような勉強会を行います。お近 く

の方は是非ご参加下さい。

講 師 後藤 言行

(小樽商業高校教師 ・生物担当)

日 時1997年1月25日(日)15:00～17:00

場 所 小樽市生涯学習プラザ

小樽市富岡町1丁 目5-1

会 費 無料

「冬 芽 と 動 物 の 足 跡 ウ オ ツ チ ン グ 」

日 時1997年2月23日(土)

場 所 西岡水源池 管理事務所前集合

AM10:00～12:00

地下鉄南北線澄川駅から

市営循環バス(⑯ 西岡水源池前下車

以上のお問い合せ ・申 し込み は

(社)北 海道 自然保 護協 会

札幌市中央 区北3条 質丁 目加森 ビル5・6F

TE:L・FAX(011>251-5465ま で

1997年自然保護講座

「北海道 の野生動物を知る」のご案内

最近、野生動物と人との係 りについての問題が

多く報道されてお ります。アウ トドアブームなど

による野生動物生息地への無秩序な侵入、安易な

えさや りなど、考えられないようなニュースが報

じられています。

人の暮らしと大 きく係る北海道の大型野生動物

の現状を、前線でご研究、ご活躍されているお三

人の講師の方にお話 していただきます。

スライ ド、OHPな どを使い、分か り易い内容

になりますので、たくさんの方々のご参加をお待

ちいたしております。

会 場 かでる2・75F520研 修室

(札幌市中央区北2条 西7丁 目)

日程 ・講師

第1回1月27日(月)

『シマフクロウを取 りまく自然環境 ・人間環境』

竹中 健(北 海道大学地球環境

科学研究科院生)

第2回2月3日(月)『 エゾシカの生息状況』

梶 光一(北 海道環境科学

研究セ ンター野生生物科長)

第3回2月10日(月)『 人の営みとヒグマ』

前田菜穂子(の ぼ りべつクマ牧場

学術課長)

※いずれも午後18:30～20:00ま で(90分)

事情により講師の順序が変わることがあります。

会 費 全資料代 として3,000円

北 海道 自然保護i協会会 員は2,500円

(第1回 目の受付で)

定 員80名

申込方 法1月20日 までに協会事務局 に、お 申込

み下 さい。TEL・FAX251-5465

会 費 納 入 の お 願 い

当協会は皆様の会費で運営されています。

会費未納の方 は至急納入下さるようにお願
鴨いいたします6ジ

.

※ この紙は再生紙を使用 しています。
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